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日本アレルギー学会

京都第二赤十字病院  耳鼻咽喉科・気管食道外科　後期臨床研修プログラム

学会名 取得可能資格

日本耳鼻咽喉科学会 日本耳鼻咽喉科学会専門医

日本耳鼻咽喉科学会研修認定許可施設

日本アレルギー学会研修許可施設

日本頭頸部癌専門医研修　準認定施設

診療内容：耳鼻咽喉科・頭頸部外科領域全般

　　　　　　　　最も多い症例は鼻副鼻腔疾患で、全体の4割を占める。

上級医とペアで入院患者症例の実際の検査や投薬手術を行い、実践的な経験を積む。

外来診療での検査や診療を行い、一人で対応できるように修練してもらう。

学会活動に積極的に参加し、発表や論文作成に携わる。

・額帯鏡を用いて耳、鼻、咽喉頭を診察し所見を記載出来るようになる。

症例数など：年間600例以上の入院患者数があり、手術は約500例

・ファイバースコープを用いてた中耳、鼻副鼻腔、咽喉頭の観察が出来る。

・頸部超音波検査の習得（超音波ガイド下穿刺吸引細胞診を含む）。

・外来での鼻出血止血に習熟する。

日本アレルギー学会専門医から指導医

現在は1名が所属している。

・口蓋扁桃摘出術、アデノイド切除術を指導医の下執刀出来るようになる。

・気管切開術を理解し助手を務めることが出来るようになる。

　など、後期臨床研修4年後の耳鼻咽喉科専門医試験の合格を目指す。

原則3年

1名おり、随時指導する。

部長回診・症例検討会が毎週ある。

日本アレルギー学会指導医が1名、日本耳鼻咽喉科学会専門医が4名、頭頸部がん暫定指導医が

日本頭頸部外科学会 頭頸部がん専門医


